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編集方針
　本CSR報告書は、環境活動報告、安全衛
生活動報告に加え、社会的側面に関する記
載の充実に努めました。
　本報告書は、環境省「環境報告書ガイド
ライン（2007年版）」「およびGRI「サステナ
ビリティ・リポーティング・ガイドライン
2007」を参考に作成しました。

■報告対象期間
　2008年度（2008年4月1日から2009年3月 
　31日）の実績が中心ですが、2009年度の
　取り組みを一部含んでおります。

■報告対象組織：
　イーグル工業株式会社
　イーグルブルグマンジャパン株式会社
　コベルコイーグル・
　　　マリンエンジニアリング株式会社
　岡山イーグル株式会社
　島根イーグル株式会社
　北海道イーグル株式会社
　イーグルサービス株式会社
　リグナムバイター株式会社
　株式会社EKKアグリサイエンス
　株式会社バルコム

■報告書発行日：2009年10月15日

■CSR報告書に関するお問い合わせ
　イーグル工業株式会社　
　業務本部  総務部  CSR課
　TEL.03-3432-3892　　
　FAX. 03-3432-5448
　〒105‐8585　
　東京都港区芝大門1-12-15
　URL http://www.ekk.co.jp/
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イーグル工業株式会社　
EAGLE INDUSTORY CO.,LTD

〒105-8587 東京都港区芝大門一丁目12番15号
電話 03-3438-2291
http://www.ekk.co.jp/

汎用・工業用メカニカルシール、ガスシール、特殊シール、ベローズ応用製品
舶用製品、ダイアフラムカップリング、特殊バルブ等の製造販売

10,490,981,500円

739名（企業集団全体の従業員数は3,939名）
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事業場長
専務取締役

猪谷 哲也

本社事業場は、ＥＫＫグループの安全衛生及び環境の統括部門が所属するとともに、全国の営業支店とともに活動展開しています。身近に出来
る省エネ活動や環境に優しいＥＫＫ製品の拡販を環境指標と位置づけ推進しています。安全衛生面においては、交通安全の指導やメンタルヘ
ルスへの取り組みを行い健康で安全安心な職場の創出に努めております。

サイトレポート

イーグル工業
株式会社
 本社事業場

国内事業場・営業支店およびグループ会社
図示以外のグループ会社

イーグルサービス株式会社
リグナムバイター株式会社
株式会社バルコム
株式会社EKKアグリサイエンス
新ニノミヤメタル株式会社

サービス拠点

北海道・宮城・新潟・茨城・千葉
神奈川・三重・大阪・兵庫・岡山
山口・佐賀

●本社

●営業支店

●事業場

●子会社

海外グループ会社

水戸支店

本社・東京支店

イーグルブルグマンジャパン株式会社

島根イーグル株式会社
岡山事業場

岡山イーグル株式会社

コベルコイーグル・
マリンエンジニアリング

株式会社

九州支店

横浜支店

名古屋支店

大阪支店
神戸支店

埼玉事業場

新潟事業場

北関東支店

イーグルブルグマンジャパン株式会社

コベルコイーグル・マリンエンジニアリング株式会社（呉工場）

※横浜支店は2009年10月、東京支店に統合

広島支店

北海道イーグル株式会社

国内・海外のあらゆる産業分野へ積極的に展開を進めています。
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高砂事業場

岡山事業場

島根イーグル株式会社

岡山イーグル株式会社

埼玉事業場

新潟事業場

EagleBurgmann Australia Pty. Ltd.

Eagle Industry (Wuxi) Co.,Ltd.
EagleBurgmann (Wuxi) Co.,Ltd.

EagleBurgmann New Zealand Limited

EagleBurgmann Malaysia Sdn. Bhd.
EagleBurgmann Manufacturing(Malaysia)
Sdn. Bhd.

P.T.EagleBurgmann Indonesia

EagleBurgmann India Private Limited
KE-Burgmann Flexibles India Pvt. Ltd.

EKK Eagle(Thailand)Co.,Ltd.

EKK Eagle Industry Asia Pacific Pte.Ltd.
EagleEngineering Aerospace Singapore Pte.,Ltd.
Kobelco Eagle marine Asia Pacific Pte.Ltd.

EBI Asia Pacific Pte.Ltd.
EagleBurgmann Singapore Pte.Ltd.

EagleBurgmann Seals S.A.(PTY)Ltd.

EagleBurgmann
Industries UK LP

Kobelco Eagle marine
Europe Ltd. 

Eagle Industry Taiwan Co.,Ltd.
EagleBurgmann Taiwan Corporation

EagleBurgmann Korea Co.,Ltd.
NEK Co.,Ltd.

P.T.Eagle Industry Indonesia

Eagle Industry France S.A.S.

EKK INC.
Aerospace Reserch & Trading, Inc.
KobelcoEagle marine Inc.
EagleBurgmann Industries LP

EagleBurgmann Mexico S.A..DE.C.V.
EagleBurgmann Canada Inc.

EagleBurgmann Venezuela C.A.

EagleBurgmann do Brasil 
Vedacoes Industriais Ltda. 
Brazil.

Simrax B.V.

EBI Atlantic A/S
EBI Middle East A/S

EagleEngineering Aerospace 
Korea Co.,Ltd.

EagleEngineering Aerospace Taiwan Co.,Ltd.
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イーグル工業株式会社
代表取締役社長

　私どもEKKグループの中核企業であるイーグル工業株式会

社は1964年東京オリンピックが開催された年にNOK株式会

社と米国シーロール社との合弁企業として設立され、その

後、日本をはじめ世界 44カ国に子会社・関連会社約100社を

有する東証一部上場のグローバル･アンド・パブリックカン

パニーに成長してまいりました。主力製品である各種ポンプ

等に使われる軸封装置メカニカルシールをはじめ関連機器

を世界中の約4,000名の従業員の手により文字通り世界中で

作り世界中に販売しています。

　2008年度の経済環境は、原油・原材料価格の暴騰や為替

変動の影響を受け先行きが危ぶまれる経営環境で始まり、年

度後半に入り米国サブプライム問題に伴う欧米金融機関の

破綻などで世界的金融危機の大きな影響を受けました。一般

産業機械・自動車・建設機械などの当社の主要なお客様の

業界においても設備投資の凍結、急激な在庫調整が拡大し、

世界同時不況の激震に見舞われました。その結果、2008年度

の業績は売上高では前年対比 11％減の 781億円、利益では

57％減の 36億円で終了しました。このような経営環境の変化

の中にあっても、地球環境問題は年々多様化・深刻化してお

り、温暖化対策の強化、循環型社会への移行、相次ぐ化学物

質規制など、地球環境問題に対する社会の要求は益々厳しい

ものとなってきています。

　EKKグループの経営に対する基本的な考え方は、「企業は

株主、従業員及び地域社会三者の共有物である」となること

であり、これを経営の端々にまで展開しています。すなわち、

働く従業員の満足度向上を図るために、あるいは地域社会に

受け入れられるために、各種法令の遵守を何より優先するコ

ンプアライアンスの徹底、自然保護の立場での環境経営の展

開、あるいは環境保全への積極的貢献、労働安全衛生に対す

る徹底した管理、製品の品質を確保するための各種品質活

動の充実などであり、それらは ISO14001、ISO9000、あるいは

ISO/TS16949等の運用実施に表れています。これらの活動を

着実に実施した上で企業業績の向上を図ることが、株主の皆

様、従業員および地域社会のご期待に応えることと考えてい

ます。

　企業の重要な目的の一つは、社会において次世代に生き

る人々に美しい地球を残すため、従業員一人ひとりが環境問

題を意識し積極的に地域社会活動等を支援していくことであ

り、その行動を実践していくことであります。

　いつの時代でも、いつまでも、EKKグループは全てのス

テークホルダーが誇りを持てる、また地域社会からも愛され

る “良い会社”であり続けなければなりません。“良い会社”で

あり続ける、これが EKKグループの最終的に目指している姿

であり、また “より良き社会 ”の実現のために貢献していくこ

とができる、これが EKKグループの願いです。

　本報告書「CSR報告書 2009」は EKKグループの環境保全活

動への取り組みおよび社会的な活動をご理解していただくと

ともに、コミュニケーションの重要な手段の一つと考えていま

す。皆様の忌憚のないご意見、ご感想を頂戴できれば幸いに

存じます。

トップメッセージ

「より良い会社」を常に追求しながら、
「より良い社会」の実現に貢献していきます。



事業場長
常務執行役員

青野 文章

岡山事業場は美しい山々と豊かな水にはぐくまれた岡山県中西部の城下町、高梁市に位置します。2008年度は、2006年度より取り組んできた
「塩素系溶剤の全廃計画」をほぼ達成することができました。2009年度は、明るく、楽しく、元気の良い職場の創造を図っていきます。また一方で
は、掲げた目標を達成すべく全員一丸となって、安全衛生、環境保全活動に努めてまいります。

サイトレポート

経営の基本方針
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経営方針EKKについて

E K K について

すべてのステークホルダーに誇りを持っていただける企業を目指します。

　体質改革2カ年計画の目標は、「ピーク時売上高の30％減である「連結売上高700億円」
でも利益の出る企業体質」を2011年3月期までに構築することであります。具体的には、グ
ループ連結企業全社の取り組みとして、営業利益、製品在庫、設備投資、減価償却費の4項
目を重点指標と捉え、あらゆる分野での聖域なきコスト削減・見直しを断行し、「在庫削減
（適正在庫維持）」と「投資の抑制」により、キャッシュフローの改善を図り、債務返済の原資
を確保する体制を整え、企業の財務体質の強化を図ります。
　また、将来を見据えて人材育成・教育を強化するとともに、当社の基本的経営方針であ
る安全・品質・環境の維持・向上にも注力します。更に、完成したEBIアライアンスの効果
を発揮すべく、海外新市場や未開拓の成長市場に向けた重点的な拡販強化とともに徹
底したアフターケアを始めとするフォロー体制により、顧客志向の商品展開を進めます。
　これらの計画は、実効性を高めるべく各項目の進捗を適時確認し、未達目標に対して
は柔軟に追加施策を講じつつ、単年度目標、2カ年目標の必達を目指します。

更なる飛躍を目指して
　しかしながら、更に将来までを展望とすると、当社グループの直面している足許の危機
的状況は、一時的な景気の減速からすぐに回復するという短期的なものではなく、取り巻
く事業環境や状況の大変動、いわゆるパラダイムシフトの序章であると捉えています。
　当社グループは、この危機の後に起きるであろう環境変化までを見据え、抜本的な事
業ポートフォリオの変革に取り組んでまいります。
　事業環境の変化の方向としては、「省エネ」や「エコロジー」といったキーワードに代表
される地球環境への各ユーザー業界の対応に既に明らかです。従来からの化石燃料から
代替エネルギーへの転換等、環境保全への動きが、今般の危機への対応策として注目さ
れ、電動化や省エネ事業への展開が更に加速される一因となっております。
　特に自動車市場における環境対応車、電気自動車へのシフト化は、当社グループ製品
の需要減へとつながることから、「環境・省エネ対応製品にベクトルを向け経営資源を集
中する」、「既存AI*事業からの脱却と新規事業の開拓」を喫緊の課題とし、体制を強化い
たします。
　足許の厳しい状況においては、更なる合理化やコスト削減といった施策は勿論です
が、世の中のニーズを把握し未知の事業環境への対応や創出も不可欠であります。
　与えられた事業環境を、大きなチャンスだと捉え、企業体質を大幅に変革し更に飛躍
ができる企業になっていることをまず目指しますが、先々の変化にも的確に対応し、再度
グローバル・インテグラル・カンパニーを目指して邁進してまいります。

智恵と工夫で逆境に立ち向かおう

体質改革2カ年計画

　当社の経営に対する基本的考え方は「企業は株主、従業員、地域社会
の三者の共有物であり、これにお客様、サプライヤー、金融機関等を加え
たいわゆるステークホルダーのすべてが常に誇りを持てる会社となる」と

いうことであります。そのために遵法精神に則り、社会に貢献する商品を通
して高い収益力を持った強い会社となるよう、不断の企業活動を展開して
います。 

企業体質の大改革

*AI : Automotive Industry（自動車産業）
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■ニーズにかなった高品質の製品が、合理的なコ
　スト・納期で的確に供給されること
■納入された製品に関し、維持・修理のアフター
　ケアが適切になされること
■技術力を持ち、新製品の開発、新分野への展開
　を支えてくれる信頼できるパートナーであること

■企業価値が確実に向上していくこと
■配当と企業体質強化のための内部留保とのバラン
　スをとり、長期的かつ安定した適切な株主還元が
　なされること

■健全な企業活動が行われ、安定した納税・雇用機
　会創出がなされること
■集団として社会との広範な繋がりがはぐくまれ、地
　域社会の活性化に貢献すること
■製品の普及を通じ環境保全に資すること

■信用供与等の金融取引を反復・継続して行い、リス
　クに見合った適切な収益が得られること
■取引を通じ、金融取引における応用性を拡大する
　とともに、レピュテーション上のプラスアルファが
　得られること

■物品・サービスを安定して納め、それに伴
　う適切な対価が得られること
■取引を通じ、技術力を高めたり新分野を
　切り開いたり、あるいはレピュテーション
　上のプラスアルファが得られること

■勤労を通じ適切な報酬を得ること
■生産活動を通じ社会に貢献すること
■物質的・精神的両面から豊かな生活を追
　求する糧が得られ、多様な目標が高い次
　元で達成される場が提供されること

EKKのCSR経営
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　ととも　とともとともに、レピに、レピに、レピュテーシュテーシュテーション上のョン上のョン上のプラスアプラスアプラスアルファがルファがルファが
得られ得られれることるるこ

■物品・■物品・■物品 サービスサービスサービスを安定しを安定しを安定して納めて納めて納め
　う適切　う適切う適切な対価がな対価がな対価が得られる得られるられるこことこと
■取引を■取引を■取引を通じ、技通じ、技通じ、技術力を高術力を高術力を高めためたりめたり
　切り開切り　切り開いたり、いたり、いたり、あるいはあるいあるいはレピュレピュレピ
　上のプ　上のプ上のプラスアルラスアルラスアルファが得ファが得ファが得られるられるられる

適切適切適切な報酬をな報酬をな報酬を得ること得ること得ること
通じ通じ通じ社会に貢社会に貢社会に貢献するこ献するこ献することと
神的神的神的両面から両面から両面から豊かな生豊かな生豊かな生活を追活を追活を追
得ら得らられ、多様多様れ、多様な目標がな目標がな目標が高い次高い次高い次
れれるれる場が提供場が提供場が提 されるこされるこれることとと

経営

社会

お客様 株主

取引先

金融機関

従業員

イーグル工業
株式会社
岡山事業場



社会・環境に貢献するEKK製品EKKについて

1964年の設立以来、産業の基礎を支える製品づくりを中心に事業活動を進めています。

家庭の井戸水汲み上げポンプなどに使用されるメカニカルシールとして、
機器構造に応じて選定していただける豊富なラインナップを取り揃えてい
ます。当社オリジナルのロングセラー製品です。

ショベルカーやブルトーザなどの掘削機械等や、農業用機器等の足回りに
使われるフローティングシールにより、さまざまな建設・農業事業を支え
ています。

航空機やロケットのエンジンメインシャフト、エンジンギアボックス、ター
ボポンプなどに使用される各種シールを開発製造しています。「高温・高
圧」という過酷な使用条件に耐える製品により、高い評価を得ています。

船舶のプロペラシャフトに装着され、潤滑油の船外漏洩や、船内への海水進入
を防ぐスタンチューブシールのほか、優れた耐久性を誇るスタンチューブベア
リング等により、安全で地球環境にも優しい航行に貢献しています。

自動車のウォーターポンプ用メカニカルシール、カーエアコン用リップシ
ールやコントロールバルブ、エンジン・トランスミッション・足回り・燃
料装置用ソレノイドバルブなど、多彩な製品があります。

こんなところにEKK製品

6

家庭用製品

建設機械 航空・宇宙

生産設備機械・石油化学プラントなどあらゆる設備機械のシール装置部やポン
プ類などに使用されている各種メカニカルシールをはじめ、磁性流体シールや
溶接金属ベローズ、変位センサー、圧力計測機器類を製造しています。

産業機械

船舶

原子力発電所で原子炉の一次系冷却材ポンプに使われる軸シールや、原子
炉運転中の万一の事故の際に主蒸気ラインを隔離する主蒸気隔離弁などを
納入し、最高レベルの安全性能で信頼に応えています。

発電所自動車

二輪車等の排ガス対策用リードバルブをはじめ、低速から高速までの高出
力仕様・2サイクルエンジン用フラットタイプリードバルブなどをお届けし
ています。

二輪車

事業場長
上席理事
業務副本部長

平原 雅翁

製品の仕様検討や製造工程見直し、ボイラーの天然ガス化などで、CO2はじめ多くの環境指標を達成できました。又、植樹やヒメイワダレ草に
よる緑化を推進しました。
2009年度も引続き環境配慮型の製品開発と共に、オゾン層破壊物質の削減や廃棄物100％リサイクルに向けた活動を継続して行います。

サイトレポート

イーグル工業
株式会社
埼玉事業場



E K K について

当社ホームページでもご紹介しています。 
http://www.ekk.co.jp/mechanical/index.html
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耐熱磁性流体真空シール

イーグル工業の主要製品の一つに、メカニカルシールがあります。これがなんと、国内外の自動車に搭載され
ている冷却水のウォーターポンプ用メカニカルシールがあり、世界の大多数の自動車に使用され高いシェア
ーを占めているばかりか、ほかのさまざまな分野でも強い信頼を得ています。その秘密は、回転機器の働きを
しっかりサポートし、しかも内部の流体を漏らさない高度な技術力。くらしや産業を支え、おまけに環境にもや
さしい、すぐれものなのです。

シールなし
の場合

グランドパッキン
の場合

メカニカルシール
の場合

●釜の中の液体が、
どんどん漏れます。

●軸が磨耗します。
●磨耗を防ぐためには潤滑が
  必要ですが、それによって
  漏れが発生します。

●軸は磨耗しません。
●漏れも防止できます。

ここで、我々メカニカルシール業界は液体の
漏れを制限することを「シール」と表現します。
釜の中の漏れ出した液体が地球を汚染す
る油や溶剤だとしたら、どうなるでしょうか
…？メカニカルシールは大きな地球を救う
小さな環境製品です！
メカニカルシールは大きな地球を救う小さ
な環境製品です！

はいっ！　私、イーグル工業株式会社環境管理部の高森がわかりやすく解説しま
す。メカニカルシールとは回転機器の漏れ止めのことです。一言に回転機器の漏
れ止めと言ってもピンときませんね。どうして「シール（密封するが語源）」するの
か、簡単に説明してみます。下の図は大きな釜の中を表したもので、中心に回転
する軸があり、その釜の中には液体が入っているとします。

メカニカル
シールって
何ですか？

回転側と固定側の間にごくわず
かな隙間でシール(漏れを制限
する）しています。このわずかな
隙間（漏れず、焼付かず）が弊社
の技術力なのです。メカニカル
シールが精密部品と言われるゆ
えんであり、生命なのです。

固定側 回転側

隙間（約0.5～2.5μm）

接触回転する
軸に垂直な摺動面

動かない
摺動環
（固定環）

スプリングなど

軸方向に動く
摺動環（回転環）

　磁性流体真空シールとは、磁石にくっつく液体である磁性流体を磁力で保持し、大気と真空を
分離して、真空側に回転運動を伝達するシールです。固体同士のしゅう動部がなく、高密封性、非
発塵性、低摩擦トルクという長所を持っていることから、主に半導体製造装置・FPD・PV製造装置
などのクリーンな環境で使用されています。　
　EKKの磁性流体真空シールは、磁性流体にNOK・EKKグループ独自技術により耐熱性を付与す
ることで、冷却系の省力化や反応生成物付着量減少が可能で、メンテナンス周期の長期化による
省人化や廃棄物量の削減ができます。又、低蒸気圧で低アウトガスのため到達圧力達成に必要な
真空ポンプ排気能力を小さくでき、使用電力の低減ができるなど、環境にやさしいシールです。

磁石

シール製品

シール製品の構造

EKK製品が環境負荷低減のためにできること

環境
配慮型
製品-1

どうやってシール
（漏れを制限する）

するので
しょうか？

教えて！
高森さん

ポールピース 永久磁石

磁力線

磁性流体

シャフト

N S

事業場長
専務執行役員

伊藤 正伸

当社は1989年にEKKグループのGI*製品生産拠点として発足し、2006年にはドイツのブルグマン社との業務提携により国際的企業へと発
展を遂げました。設立以来20年、自然豊かな新潟県五泉市に根をはりつつ、メカニカルシールをはじめとした汚染防止や省動力化に優れ
た製品群を世界各国の様々な産業分野に展開し、地球環境保護に努めています。

*GI : General Industry（自動車業界を除く「一般産業機械業界）」

サイトレポート

イーグル
ブルグマンジャパン
株式会社



EKKのマネジメントEKKについて

コーポレートガバナンス
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代表取締役社長

吉岡 肇
私どもKEMELで生産販売している商品は船尾管軸受け、シール装置であり、まさに環境汚染防止機器であります。美しい地球を我々の子孫に
残すための取り組みに他なりません。これからも技術に磨きをかけよい製品を送り出すことで環境保全の一翼を担って参りたいと考えており
ます。

サイトレポート

事業活動における倫理上の行動指針
1. 倫理の心
　会社で働く人々は、誇りをもって仕事に取り組みたいと願っています。ほとんどの人々
は、不正なことをやりながら生活したいとは思っていないものです。
　自分達の職場で不正な取引や良心に反するような慣習があれば、それに疑問を発
し、改善したいと考えています。
　本来、職場は、各人にとって自己実現の場でなければならず、自己の良心に反しなが
ら苦しみ葛藤する場にしてはなりません。（麗澤大学：倫理法令遵守マネジメントシス
テム規格の序文より引用） 

2. あなたの役割
　会社は、誠実さ、高潔さ、品格を高めることで社会の評価を受けています。
　この評価を保ち高めるには、あなたは、あらゆる場面での意思決定や行動において
正しい判断をしなければなりません。 

3. 職場の雰囲気
　会社は、健康的で安全でかつ効率的な仕事が出来るように職場環境作りをしていま
す。職場での性的ハラスメント行為、暴言、冗談により職場の雰囲気を不快にすること、
周囲を怯えさせること、またはそのような状態を放置したり助長することは、職場環境に
好ましくないものとして禁止しています。 

4. プライバシー
　会社は、個人の収入、健康、福利厚生上の情報等を集積し、行政機関との手続きに利
用しており、これらの情報は厳格に管理して情報の保護にあたっています。これらの業
務に携わる従業員は、知り得た情報を他のいかなる目的にも利用したりしてはなりませ
ん。

5. 会社資産の保護
　会社には設備、建物、備品をはじめ、知的財産、一般的な技術情報、及び顧客から預
かる機密文書等さまざまな有形、無形の資産があります。これら資産の保護は、全ての
社員の責任であり、不正に使用したり、うっかり漏洩したり、盗難に遭うようなことのない
ように普段から万全の注意をはらわなければなりません。 

6. 正確な報告
　従業員は、業務の成果報告を記録したり、提出したりしています。
　例えば、技術者なら試験報告であり、営業なら受注報告であり、研究者なら研究報告
であり、経理なら会計報告等です。これらの報告・記録がさまざまに関係する法律に抵
触する場合があり、虚偽の報告、記録は会社の経営判断を狂わせることになります。こ
れらは誠実・正確かつ事実に基づくものでなければなりません。

7. 健全な取引関係
　会社は、売り手の立場であっても、買い手の立場であっても、これらの取引関係に、法
令の遵守と社会の倫理を尊重します。従業員は、取引先の誰に対しても誠実な言動、誤

解されない言動に努めなければなりません。この明快で率直な取引関係によって信
頼関係を作り上げ、永続的な取引を築きます。

8. ライバル社との接触
　事業活動において、ときにはライバル社と話しあったり、接触したりすることがありま
す。このようなときは、製品価格、契約条件、生産計画及び製品の技術情報等について
話合うことは、談合として違法となりますので注意してください。 

9. 他社の情報収集
　事業活動、営業活動の中で、他社の情報、ライバル社の製品情報を収集することは
適正な営業行為です。これ自体は倫理に反するものではありません。取引先の信用情
報、購入先の評価等、目的に応じて正当な手段で情報を収集しています。しかし、収集
した情報の利用は目的の範囲に限定されるべきであり、他に漏洩しないように慎重に
取扱わなければなりません。 

10. 使用制限付きの情報利用
　お客さまから、製品供給の契約履行に必要な、使用制限付き情報（官公庁からの機密
保持が必要な情報等）を文書又は口頭により提供を受ける場合があります。このような
場合には、その使用条件について相手方と正式に合意した契約を行わない限り受領し
てはなりません。更に使用制限付き情報の契約は、稟議規程による承認を必要とし、契
約後は、その契約内容に記載された使用・コピー配付・管理の取り扱いをしなければな
りません。契約内容を逸脱した取り扱いは、いかなる場合も、法律違反と理解しなけれ
ばなりません。 

11. 贈答・接待
　会社が提供する贈答物はさまざまです。贈る場合も贈られる場合も節度のあるもの
ならば社会的にも法的にも許されています。しかし、議論の余地なく許されない賄賂
は受けても渡しても罪になります。
　会食や接待というビジネス上の慣習的儀礼は一定の範囲で行ったり受けたりする
ことが出来ます。しかし、相手方が官公庁職員の場合は、国家公務員倫理法および同
規則の施行により法律違反です。
　又、国により、これら法律や習慣は異なりますので、現地の法律により適法な行動が
求められます。 

12. 法令の遵守
　会社は、コンプライアンス精神を事業活動の原点としています。業務遂行上、各種の
法律上の問題に遭遇することがあります。その場合は、所管部門に相談の上、新たな
法令の事項は総務部等関係部門に相談し、進めなければなりません。
　顧問弁護士の助言を受けることで、未然に法律違反を回避することも出来ます。 

　当社は経営の意思決定がただちに実行に移されるよ
う常に組織の見なおしを行ない、同時に大幅な権限委譲
と責任の明確化を図り、最大の成果を達成しうる体制を
ととのえてまいります。特に経営会議をはじめとした各種
会議にはその重要性に応じ監査役、労働組合の参加が
有り経営の透明性を保っております。さらに経営トップに
よる本部・事業部診断は経営層レベルにおける問題点の
把握と共通認識を図る体制になっています。
　また企業活動の多様化、グローバル化等に伴い企業と
してのリスク管理の重要性が増しておりますので、リスク
マネジメント委員会を設置し有事での備えをいたしてお
ります。そのほか全従業員を対象とした行動規範を策定
しモラルの向上を図っております。

コーポレートガバナンス体制

株主総会

選任･解任　　
報酬枠の
決定

選任･解任　　

選
任
･
解
任　
　

報
酬
枠
の
決
定

報告
報告

監査・報告

情報交換

常務会
情報交換及び取締役
会議案の事前討議

内部監査員

代表取締役取締役会

監査役会

会計監査人

本部長会
業務執行関連議案の
取締役会付議の
是非を審議

経営会議
事業計画･経営施策・業
務実施計画の
進捗状況の確認

中央労使協議会
情報交換及び
取締役会議案の
事前討議

リスクマネジメント
委員会

リスク管理

倫理委員会
コンプライアンス
の徹底

ＣＳＲ会議
環境保全活動・
ＣＳＲ活動等の推進

クライシス
対策本部

有事に招集

業
務
執
行
取
締
役

各
事
業
部
門
・
グ
ル
ー
プ
会
社

内部監査の実施

コベルコイーグル・
マリンエンジニアリング

株式会社



全社リスクマネジメント委員会

リスクマネジメント
委員会事務局

E K K について

リスクマネジメントの体制
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事業活動に潜在するリスクを抽出・評価し、それらを
組織的認識のもと、予防策の推進を図ります。

リスクマネジメント
委員会

クライシスが発生した場合、総力を挙げて緊急に状
況の早期把握に努めるとともに、迅速的確な状況判
断のもとに、初動体制を確立し、被害の拡大防止を
図ります。

クライシス（緊急事態）
対策本部

会社の事業運営に伴って発生する倫理上の問題に関
して、法令、業界のルール、社会規範に照らし、誠実
透明かつ適正なる倫理に即した行動を保証する体制
を整えます。また、会社が市場からの信任と評価を
得られるような諸施策、および従業員の労働環境を
倫理という視点から改善するような諸施策を推進し
ます。

倫理委員会

従業員からの倫理疑義事項（法令、業界のルール、
社会規範に照らした疑問事項）の解決を図り、適切
な企業行動の維持を図ります。
この相談窓口は、社外からの強制的な摘発、従業員
等内部者による外部機関への告発、あるいは外部か
らの批判によってではなく、会社組織自らの力で、従
業員の協力を得ながら、不公正な商慣習、違法行為、
問題ある取引慣行などを事前に発見し、主体的に解
決する「自浄制度」です。

倫理相談窓口

リスクマネジメントの運用については、以下の組織を置いています。

　事業活動に潜むリスクを認知し、その顕在化を防止し、クライシス（緊急
事態）発生時の対応を定めるため、EKKは2003年に｢リスクマネジメント方
針｣および「リスクマネジメント規程」を制定しました。

　各本部・事業部および各関係会社は、｢リスクマネジメント方針｣に基づき、
企業倫理、法令遵守の徹底およびリスクマネジメントの推進に努めるととも
に、これらの活動を通じてより高い企業倫理の醸成を図っています。

リ ク ネジメ ト 運 に は 以 組織を置 ます

事態）発生時の対応を定めるため、EKKは2003年に｢リスクマネジメント方
針｣および「リスクマネジメント規程」を制定しました。

企業倫理、法令遵守の徹底およびリスクマネジメントの推進に努めるととも
に、これらの活動を通じてより高い企業倫理の醸成を図っています。

2003年10月1日

イーグル工業株式会社            

代表取締役社長　鶴 鉄二

リスク
マネジメント
方針

■基本理念 
　イーグル工業株式会社及びそのグループ会
社の経営に対する基本的な考え方は、「企業は
株主・従業員・地域社会の三者の共有物であり、
これにお客様、サプライヤー、金融機関等を加
えた、いわゆるステークホールダー（利害関係
者）の全てが常に誇りを持てる会社」となること
です。そのため社会に貢献する商品を通じ高い
収益力を持った強い会社となるよう不断の企業
活動を展開しています。
　この展開に当たってはコンプライアンス（順
法精神）を原点として、リスクマネジメントシステ
ムを確立し、企業としての社会的責任を果たし
ます。 

■行動指針 
1.良い商品とサービスを提供することにより社会的評価を高める。 
2.リスクを明かにして、社員の安全・健康並びに経営資源の保全を図る。 
3.危機が発生した場合には、被害を最小に抑え迅速な回復を図る。 
4.外部関係者のリスクを明かにして、その安全・健康並びに利益を損なわ
　ないようにする。 
5.リスクが顕在化した場合には、外部関係者に対して責任ある行動をとる。 
6.リスクに関連する社会的要請（法令・社会的価値観等の変化）をリスク
　マネジメントシステムに反映する。 

リスクマネジメント運用体制

各活動部門

経営層

業務本部
（埼玉業務部含む）

海外事業
推進室

財経本部
グローバル
品質管理室

経営企画室 営業本部 技術本部 岡山事業部

航空宇宙
事業部

新潟事業部 高砂事業場

「全社のリスクマネジメン
ト活動目標」について年
度計画に展開し、リスク
の未然防止に努める

各部門単位で事業活動に
潜むリスクについて抽出
し、評価（1回／年）

委員会における検討結果を経営層に報
告（リスクマネジメント上申）

各部門のリスクの抽出評価結果、及び会
社の活動状況、並びに社会的情勢を考慮
して、「全社のリスクマネジメント活動年
度目標」について討議

「全社のリスクマネジメント
活動目標」として取締役会の
承認を経て、活動を指示

代表取締役社長

黒川 修二
2008年度に、ジクロロメタン・トリクロロエチレンを全廃することができました。また、職場の環境整備と、福利厚生の整備として事務・厚生棟
の新設を行ないました。さらなるCO2排出量の削減、リサイクル率の向上を目指し、企業の役割と地域の環境を配慮しながら、引き続き環境管
理活動に取組んで参ります。

サイトレポート

岡山イーグル
株式会社



環境マネジメントシステム環境報告

環境マネジメントシステムを構築し、環境保全基本方針に基づいた活動を推進していきます。
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環境マネジメント方針

2006年4月1日

イーグル工業株式会社            

代表取締役社長　鶴 鉄二

環境方針 ■基本理念 
　イーグル工業株式会社及びそのグ

ループ会社は、企業が社会の一員で

あること、及び私達が生産するシール

関連製品は公害防止・省エネルギー

等環境保護に寄与する製品であるこ

とを踏まえ、事業の活動、製品及びサ

ービスが地球規模での環境影響に

深く関わりを持つことを自覚し、コン

プライアンス（遵法の精神）を活動の

原点とし、自主的・継続的に地球環境

の保全に取り組みます。 

■行動指針 
1. 製品の開発にあたっては、環境影響に配慮します。         

2. 省資源・省エネルギーに努めます。                        

3. 廃棄物の低減と再資源化に努めます。

4. 環境影響の継続的改善及び汚染の予防に努めます。

5. 法規制及び同意するその他の要求事項を遵守します。
　（その他の要求事項とは、例えば「加入している工業会の環境指針」等をいいます。）

6. 環境目的・目標を設定し、適切な頻度で見直し、環境パフォーマンス向上を図ります。

ISO14001認証取得状況
　EKKグループでは、国内の本社及び生産事業場が環境マネジメントシステ
ムの国際標準規格「ISO14001」の認証を一括取得しています。これにより、同
一方針、同一目的・目標のもとに、統一の取れた環境保全管理活動を行って
います。2008年6月にEKK営業支店、北海道イーグル（株）、イーグルサービス
（株）に認証拡大を行いました。またイーグルグルグマンジャパンの営業支店
へ展開し2009年6月に認証の拡大を行いました。2010年度は国内関連会社
への更なる拡大展開を目指します。

環境管理組織体制
　EKKグループでは、全社規模の環境マネジメント体制を整えています。体制
の中心となるのは社長を議長とし、各事業場の環境保全責任者で構成される
「CSR中央会議」です。
　ここで決定された目的・目標のさまざまな取組が環境保全責任者によって

各事業場に展開されます。また、各事業場の環境保全責任者を議長とする「事
業場CSR会議」が置かれ、ここで確認された各事業場の取組みは「CSR中央会
議」で報告され、経営層によるマネジメントレビューがなされます。

高砂環境保全責任者

高砂事業場

CSR会議

環境事務局

新潟環境保全責任者

新潟事業場

CSR会議

環境事務局

社長

岡山環境保全責任者

岡山事業場

CSR会議

環境事務局

埼玉環境保全責任者

埼玉事業場

CSR会議

環境事務局

本社環境保全責任者

本社事業場

CSR会議

環境事務局

CSR中央会議
環境統轄責任者（グローバル品質管理室長）

CSR中央会議事務局

イーグル工業の認証取得状況　（審査機関／高圧ガス保安協会）

認証取得サイト
本社事業場

埼玉事業場
岡山事業場
新潟事業場
高砂事業場

EKK営業支店、イーグル・エンジニアリング・エアロスペース㈱
EKKアグリサイエンス㈱、リグナムバイター㈱、
イーグルブルグマンジャパン㈱営業支店、北海道イーグル㈱含む
技術本部、航空宇宙事業部、イーグルブルグマンジャパン㈱新潟事業所
岡山イーグル㈱、島根イーグル㈱、イーグルサービス㈱含む
イーグルブルグマンジャパン㈱
コベルコイーグル・マリンエンジニアリング㈱

代表取締役社長

金田 忠明
環境保全活動として2008年度は、ジクロロメタンの代替洗浄として炭化水素洗浄機を導入し、塩素系溶剤の使用を全廃しました。又、製造部
門より排出される廃液についてマテリアルリサイクル化に変更しております。
廃棄物の更なるリサイクル化を目指し、安全・環境及び品質を満足させ会社の発展・近隣環境の保護に繋げていくよう環境保全活動を継続的
に推進して参ります。

サイトレポート

島根イーグル
株式会社



代表取締役社長

後藤 一彦
製造部門ではチラーユニットを水冷式から省エネタイプの空冷式に変更し、事務部門では昨年度の取り組み（昼休み消灯、コピー原則裏紙使
用、離席時Ｐ／Ｃ電源オフ）に加え、コーヒーコーナーの紙コップ設置を廃止し“マイカップ”を奨励してＥＣＯ活動を推進しています。

サイトレポート

11

●  悪臭防止法
●  エネルギーの使用の合理化に関する法律
●  下水道法
●  工業用水法
●  工場立地法
●  浄化槽法
●  振動規制法
●  水質汚濁防止法
●  騒音規制法

●  大気汚染防止法
●  地球温暖化対策の推進に関する法律
●  特定化学物質の環境への排出量の把握等及び
　管理の改善の促進に関する法律
●  特定工場における公害防止組織の整備に関する法律
●  特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律
●  毒物及び劇物取締法
●  廃棄物の処理及び清掃に関する法律
●  特定家庭用機器再商品化法
●  ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法

●  特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の
　確保等に関する法律
●  河川法
●  瀬戸内海環境保全特別措置法
●  排水基準を定める省令
●  土壌汚染対策法
●  使用済自動車の再資源化等に関する法律
●  RoHS指令
●  ELV指令
●  REACH規制

環境に関連する法令遵守状況
　EKKグループで遵守すべ
き法令等は全部で243項目
あり、すべての項目について
定期的に遵守を確認する体
制をとっています。

EKKの事業活動に関連する環境法令等

緊急事態対応
　EKKグループでは、燃料油・溶剤・排水処理液などが万が一漏洩した際に備
え、緊急事態を想定し定期的に緊急事態訓練を実施しています。訓練は緊急

事態に対応する関連各部門を巻き込み真剣に取り組み、実施後の反省を踏
まえ改善に結び付けています。

新潟事業場 コベルコイーグル・
マリンエンジニアリング呉工場

岡山事業場

環境診断
　EKKグループでは半期に一度、各サイト（事業場、関係会社）を訪問し、環境統
轄部門が主管となり、環境統轄責任者による「環境診断」を実施しています。こ
の中で、各サイトの環境保全活動に関する計画・実績について、必要に応じて
計画の見直しなどを指示します。これにより、環境保全活動の改善を図り、活動
を推進しています。

環境教育
　EKKグループではISO14001の認証
取得事業場所属の全従業員に対し、
毎年、環境業務推進計画書に基づき
環境基礎教育を実施し、環境保全の
専門教育を適宜行っております。
　また、協力会社へ出向いての教育
等も行っております。

更新・定期審査および内部監査等
　EKKグループでは、監査力量を持ち合せた社内監
査員による内部監査、および外部審査機関による毎
年の審査を実施し、適正にシステムが運用され
PDCAによるスパイラルアップができているか審
査、確認を行っています。これらの審査結果を経営
層へ報告しています。また3年に1回のシステム認証
更新審査を受審し認証の維持継続を図っています。 新潟事業場　内部監査 高砂事業場　定期審査 イーグルブルグマンジャパン

東日本支店　拡大審査

島根イーグル㈱　定期審査 高砂事業場　定期審査

岡山事業場

岡山イーグル㈱　定期審査

環 境 報 告

リグナムバイター
株式会社
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製品の開発にあたっては、
環境影響に配慮する

環境影響の継続的改善
及び汚染の予防に努める

省資源・省エネルギーに
努める

廃棄物の低減と
再資源化に努める

方針 環境目的 2008年度の
実績

2009年度
環境目標

2010年度
環境目標

1

2

3

5

7

8

9

10

11

12

会社の技術・資源等を活用し、環境影響の
抑制に寄与する製品又は環境配慮型製品を
開発する。

鉛･六価クロム・カドミウム未使用製品を
顧客提供する。

各事業場設計部門の
計画に基づき推進

各事業場設計部門の
計画に基づき推進

各事業場設計部門の
計画に基づき推進

6
廃棄物のリサイクル化を推進し、リサイクル率を
2010年までに2005年度対比19.4%向上する。
（76.6%→96%）

鉛･六価クロム・カドミウム
未使用製品の顧客対応
70.1%［特定製品を除く］

鉛･六価クロム・カドミウム
未使用製品の顧客対応
100%［特定製品を除く］

特定製品の鉛･六価クロ
ム・カドミウム未使用製品
の顧客対応検討

環境に関する顧客問合せにスムーズに
対応する。
（環境負荷物質含有量のデータベース化）

データベース化
74.5%完了

データベース化
100%完了

データベースの
維持・管理

19,548ton
［2005年度対比20.0%減］

16,900ton
［2005年度対比30.9%減］
［前年度対比13.5%減］

16,700ton 
［2005年度対比31.7%減］

1,991kg
［2005年対比36.8%減］

1,800kg
［2005年度対比42.8%減］
［前年度対比9.6%減］

1,570kg 
［2005年度対比50%減］

4
CO2排出量を2010年までに2005年度対比
31.7%削減する。（原単位でも改善状況の監視）
(24,443ton→16,700ton)

コピー用紙使用量を2010年までに2007年度対
比13.4%削減する。（9,583千枚→8,300千枚）

8,998千枚
［2007年度対比6.1%減］

8,400千枚
［2007年度対比12.3%減］
［前年度対比6.6%減］

8,300千枚
［2007年度対比13.4%減］

92.1%
［2005年度対比15.5%向上］

94%
［2005年度対比17.4%向上］
［前年度対比1.9%向上］

96%
［2005年度対比19.4%向上］

2010年までにオゾン層破壊物質の大気放出量を
2005年度対比重量(kg)で50%削減する。《対象物
質：HCFC225》

最終放流口からの油流出防止を図る。
油流出による
水質汚濁の危険性有り

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

管理手順に従った
適正管理を実施

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

排水を適正に管理する。

PCB入り設備（装置）を適正に管理する。
適正管理維持を
実施

管理手順に
従った適正管理

管理手順に
従った適正管理

事業場敷地周辺の環境美化に努める。 事業場周辺の
環境保全活動実施

事業場周辺の
環境保全活動

事業場周辺の
環境保全活動
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ボイラー・エンジン・空調機等に使用する
燃料、ボイラー・エンジン・空調機等から
放出する排ガスを適正に管理する

原料・材料・部品・製品のグリーン購入の推進を
図り、グリーン調達率を2010年までに100%と
する。

グリーン調達率 44.9%
［特定製品を除く］

グリーン調達率 70%
［特定製品を除く］

グリーン調達率 100%
［特定製品を除く］

管理手順に従った
適正管理
（法規制等に基づく
監視・測定）

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

管理手順に従った
適正管理
（自主基準に基づく
監視・測定）

法規制及び同意する
その他の要求事項を遵守する

環境目的・目標

環境目的・目標（2009～2010年度）

環境方針に基づき、毎年、具体的な目標を設定し、その達成に向け取り組んでいます。

※グリーン調達率＝（「グリーン調達ガイドライン」順守取引先数÷「グリーン調達ガイドライン」適用取引先数）×100

代表取締役社長

山下 秀興
当社は、鉛入りハンダの全廃、廃棄物排出量の削減等を引き続き継続しておりますが、2008年度には、洗浄槽設備の新規導入を図り、ジクロロメ
タンの代替案である“1－ブロモプロパン”の使用を、本格的に始動させました。
これにより、環境負荷物質の全廃に向け大きく前進致しましたが、今後も全力で進んで参ります。

サイトレポート

株式会社
バルコム



環 境 報 告

OUTPUT

主要製品生産量

自動車向け製品          202.6百万個
一般産機向け製品 　　7.3百万個
航空宇宙向け・
舶用向け・その他 　　1.8百万個

大気への排出

CO2　19,462ton
PRTR　70,419kg

水域への排出

埼玉事業場　212.3千m3
岡山事業場　全て下水道へ
新潟事業場　45.2千m3
高砂事業場　1.5千m3

廃 棄 物

総廃棄物量　3,138.9ton
（内訳）
埼玉事業場　328.8ton
岡山事業場  1,643.8ton

新潟事業場  837.5ton
高砂事業場  328.8ton

埼玉事業場 岡山事業場 新潟事業場 高砂事業場製 造

環境報告

EKKグループは事業活動の各段階において、環境負荷の低減に努めています。

環境負荷低減の取り組み
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事業活動と環境負荷

代表取締役社長

小沼 房宣
2008年度「ISO14001」の認証取得を期に廃棄物の分別リサイクル活動、CO2排出量の削減監視活動、また有機溶剤の使用を全面廃止、
等々環境保全活動に積極的に取り組んでおります。今後も自然環境に恵まれた当地で事業を行っていくにあたり、周辺の美しい環境の保
護と安全な職場環境づくりをめざし、環境保全活動を推進していきます。

サイトレポート

2008年度エネルギー使用量の内訳
（単位：千GJ）

※ジュールへの換算「エネルギー
使用割合の合理化に関する法律施
行規則」
（平成18年3月改正）の係数を用い
て算出しています。

電力
332（87％）

重油・灯油など
26（7％）

総量： 380千GJ

都市ガス・LPG
22（6％）

※CO2換算係数は年度の推移を見るた
　めに、当社は電気事業連合会の公開
　数値を参考に設定した値を用いてい
　ます。

※CO2原単位=
　CO2排出量（ton）/生産金額（百万円）

CO2原単位

省エネルギーへの取り組み

　EKKグループでは、省エネルギーによる地球温暖化防止への貢献を重要な
課題と捉え、従来より活動を推進しています。しかし、世界的経済不況の影響
に伴う各事業場での生産減により、2008年度下期から二酸化炭素排出量が
例年対比激減したことを受け、EKKグループでは従来からの長期計画（二酸化
炭素排出量を2005年度対比2010年度5%削減）を見直し、2010年度二酸化炭

素排出量を31.7%削減することを目標に取り組んでいます。　　
　具体的には2008年度に重油仕様の大型コンプレッサーの電気化・ボイラ
ーの天然ガス化など低CO2化のため、積極的な活動をしています。一方、非生
産部門では、休憩中の蛍光灯・パソコン等の電源OFF活動など、全員で省エネ
活動を推進しています。

原 材 料 エネルギー 各種副資材 水

プラステック類
金属材料

カーボン原料
セラミック類

電力
ガソリン・灯油

Ａ重油・軽油
ＬＰＧ

接着剤原材料
包装資材

揮発性有機溶剤
塩素系溶剤

上水　工業用水　地下水
INPUT

代表取締役社長

小沼房宣
2008年度「ISO14001」の認証取得を期に廃棄物の分別リサイクル活動、CO2排出量の削減監視活動、また有機溶剤の使用を全面廃止、サイトレポート

総量： 380千GJ

船舶用プロペラ翼の省エネ研磨

 船は長年の運航にともない、プロペラ翼表面への生物付着や海洋汚染による腐
食やキャビテーション・コロージョンなどによりプロペラ翼表面が粗くなります。
 このためプロペラ効率は低下し燃費が増大します。この表面租度を熟練したエン
ジニアにより精密研磨することによりプロペラ翼表面租度を上げ、プロペラ効率
も改善され燃費の低下（燃料費の削減）へとつながります。また燃量低下はＣＯ２
の削減にもなります。

省エネ
研磨前

省エネ
研磨
施行後

環境
配慮型
製品-2 コベルコイーグル・マリンエンジニアリング（株）  呉工場

北海道イーグル
株式会社

二酸化炭素排出量の推移

（年度）

0 20,000 25,000

2003

2004

2005

2006

2007

2008

0.2 0.5 0.8
CO2 原単位（ton-CO2/ 生産金額（百万円））

CO2排出量（単位：ton-CO2）

0

15,000

1.00

0.50 0.98

0.49 0.96

0.48 0.94

0.47 0.92

0.46 0.90
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150

　（推進効率）

　（推進効率）

　（粗さ）μmRz

※1978年第15回国際水槽委員会（ITTC ）の実験データによる

　（比）

　（比）

　推進効率と翼表面粗さとの関係

　4.5％
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総廃棄物・リサイクル量の推移

2003

2004

2005

2006

2007

（年度）

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

2008

総廃棄物量 リサイクル量 （単位：t）

リサイクル率の推移

2003

2004

2005

2006

2007

（年度）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2008

（単位：％）
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2004

2005

2006

2007

（年度）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

2008

（単位：ton）

ジクロロメタン使用量の推移 トリクロロエチレン使用量の推移

2003

2004

2005

2006

2007

（年度）

0 20 40 60 80 100

2008

（単位：ton）

廃棄物削減の取り組み

　企業活動で発生する廃棄物の動向については、ステークホルダーの皆様、そ
れもとりわけ周辺住民の方から高い関心が寄せられています。EKKグループでは
これを「企業の社会的責任」と捉え、法に従い安全かつ適正に処理しています。
　2001年度当初、リサイクルできたのは一部の金属廃棄物のみでしたが、その
後、廃プラスチック、カーボン粉、有機汚泥等ををリサイクル化し、リサイクル率を

向上させてきました。2008年度下期は生産減の影響で金属リサイクル品が減少
しリサイクル率の低下に傾向にありましたが、リサイクル率92%を達成しました。
　循環型社会の実現に向けて、2010年度には「リサイクル率96%」を達成するこ
とを目標に、全ての事業活動で廃棄物のリサイクル化を進めています。

汚染防止・化学物質管理

塩素系溶剤の使用と削減
　EKKグループでは、金属加工品の洗浄等のため、ジクロロメタンおよびトリ
クロロエチレンを使用しています。しかし、汚染の防止と事業活動における環
境負荷低減のため2007年度より「2008年度末全廃」の計画を立て、代替洗浄
機の導入を推進しました。

　年度切替計画に若干の遅れはあったものの、代替洗浄機導入により「2008
年度末全廃」をほぼ達成しました。これに伴う設備投資金額は345百万円とな
りました。これに満足せず、代替洗浄機のランニングコスト低減を今後の課題
とし、活動を推進していきます。

　EKKグループでは、2008年度より環境保全活動を本社・事業場だけではなく、営
業支店へ対象を広げ、その中で比較的環境負荷の少ない営業支店でもEKKグルー
プ共通の目標に取り組めるよう、省資源の一環として過去に活動を卒業したコピ
ー用紙使用量削減の活動を再開しました。

　その結果、裏紙利用のルール
化・社内文書の紙による配布禁止
など、様々な改善提案をし、2008
年度は目標を達成しました。

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

2007 年度 2008 年度

9391 8998

コピー用紙使用量の推移
（単位：千枚）

0

0 500 1,000 1,500

2008

総廃棄物量 リサイクル

　EKKグループでは、2008年度より環

コピー用紙削減の試み

イーグル工業（株）
神戸支店

尾島 裕子さん
何事においても全力投球をモットーとする神戸支店では、環境保全活動に対しても支店長から新入社員まで全員一丸となり、今出来る
事を実行すべく議論し、積極的に活動を行っています。結果、08年度は前年対比でCO2排出量やコピー用紙使用量の大幅減を達成でき
ました。現状に満足することなく、今後も継続活動を行いよりよい取組に心がけて参ります。
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わたしの
ＣＳＲ活動

省資源の取り組み
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HCFC225（オゾン層破壊物質）の排出削減
　EKKグループでは、精密部品の洗浄等にHCFC225を使用していますが、オ
ゾン層破壊防止のため、2010年度の大気放出量を2005年度実績の50%削減
とすることを目標に取り組んでいます。
　2008年度の活動内容は岡山事業場で2007年度に立ち上げた回収装置を
管轄の衛星企業へ水平展開し、大気放出を抑えるなど削減への取り組みを行
い、目標を大きく下回りました。

EU指令（ELV規制＊・RoHS規制＊＊）への対応
　EUは、材料・構成部品に含有される環境負荷物質を排除するため、ELV規
制では鉛、水銀、カドミウム、六価クロム、RoHS規制では前記4物質のほかに
臭素系難燃剤（ポリ臭化ビフェニル、ポリ臭化ジフェニルエーテル）の使用を
禁止しました。EKKグループでは、これらの規制に対応すべく、対象製品のデ
ーターベース化を行っています。
　また、2008年度は上記の環境負荷物質の全廃を目標に対象品目の抽出、
代替材の検討、お客様への打診などの活動を推進しましたが、3月末時点で
一部の含有製品が残りました。この製品については、目標を一年遅らせて
2009年度末全廃とし、活動を推進しています。

*ELV規制　EUが2000年10月より施行した、使用済み自動車（End of Life Vehicle）に関する指令。
**RoHS指令　EUが2006年7月より施行した、電気電子機器に関する指令。

HCFC225使用量の推移

2003

2004

2005

2006

（年度）

2007

0 1 2 3 4 5 6 7
（単位：t）

政令番号

43 

144 

145 

198 

211 

227 

231 

266 

第一種指定化学物質の名称

エチレングリコール 

ジクロロペンタフルオロプロパン 

ジクロロメタン 

ヘキサメチレンテトラミン 

トリクロロエチレン 

トルエン 

ニッケル 

フェノール 

合計

排出量[kg] 移動量[kg]

0

2,745

45,639

0

16,939

5,096

0

0

70,419

大気

0

0

0

0

0

0

0

0

公共用水域

0

0

0

0

0

0

0

0

事業所土壌

0

0

0

0

0

0

0

0

事業所埋立

0

0

0

0.3

0

0.7

0

1

下水道

1,518

230

24,460

361

17,058

859

12,199

2,612

59,297

事業所外

PRTR対象物質の排出・移動量

PRTR
　EKKグループでは、指定化学物質の環境への排出量・移動量の届出を義務
付けるPRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握及び管理の改善の促
進に関する法律）に従い、2008年度は下記8物質について届出を行いました。

土壌、地下水汚染改良への取り組み
　埼玉事業場は1965年に開設し、その後、1997年まで金属製品の洗浄工程
においてトリクロロエチレン、1.1.1-トリクロロエタンの塩素系溶剤を使用し
ていました。1995年からの自主調査で、これらによる土壌汚染が生じているこ
とが判明し、また、その後の地下水調査でも汚染が判明しました。土壌汚染に
ついては汚染土壌の入替工事を行い、地下水汚染については、汚染の拡大防
止のため事業場敷地境界にバリア井戸を敷設し、また事業場内に汚染除去
井戸を敷設し、浄化作業を推進しています。

2008

グリーン調達の推進
　EKKグループでは2008年5月に「EKKグリーン調達ガイドライン」を制定し、
仕入先様へのISO14001認証取得依頼や、原材料・部品・製品・副資材に関す
る化学物質管理を推進しています。各事業場では仕入先様を招聘して説明
会を実施するなどの活動をし、2008年度のグリーン調達率は44.9%となりま
した。

調達における取り組み

800,000

2004 年度

■埼玉

■岡山

■新潟

■高砂

2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度

180,350
257,496

360,936

環境投資実績 （単位：千円）

299,979

645,509700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（１）埼玉事業場（109,612千円）
（２）岡山事業場（497,150千円）

（３）新潟事業場（38,747千円）

（１）埼玉事業場（109,612千円）

2008年度の主な投資内容

環境投資

した。

鉛フリー化を完全実施
　2008年度当初、ごく一部ではありますが、鉛・六価クロムが含有されて
いる製品があり、これらについて、環境負荷低減とRoHS対応の考えのも
と、フリー製品への切替活動を行いました。
　切替活動においては、フリー製品の信頼性評価試験を部品実装外製先
様と協力して行い時間短縮を図るなど試行錯誤し、完全にフリー化するこ
とができました。

（株）バルコムの環境配慮

空調機更新工事・ボイラー天然ガス化等）
ジクロロメタン、トリクロロエチレン代替
洗浄機（345百万円）・空調機更新工事・コ
ンプレッサー電気化等）
ベロー室チラー更新工事・照明器具の省
エネ対策等）

イーグル工業（株）
埼玉事業場

志村 瑞穂さん
緑で美しい地球を未来の子供たちへ残す為、今私ができる環境活動として、節電・節水・資源の再利用などの地球環境の保全に積極的
に取り組んでいます。
また、毎日の買い物ではレジ袋削減の為にエコバックを持参し環境保護や資源保護のために努めております。

わたしの
ＣＳＲ活動
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社会とのコミュニケーション

情報の公開
　EKKでは、事業報告書、技術（英文含む）マニアルなどのコミュニケーショ
ン媒体を発行しているほか、インターネット・ウェブサイトによる情報公開
を積極的に行っています。
　報告書、及びその他の情報はEKKウェブサイトよりご覧いただけます。

株主・投資家の皆様とのコミュニケーション
　EKKグループは2008年5月に決算説明会、11月には中期決算説明会を開催
しました。各回ともに、企業アナリスト、機関投資家のファンド・マネージャー、
マスコミ関係の方々に向けて、当社経営陣が決算情報や事業内容について
説明を行いました。参加さてた方々からは、各事業内容などについて多岐に
わたる質問があり、活発な質疑応答が交わされまた。

展示会への出展
　EKKグループでは、幅広いお客さまとの相互コミュニケーションを推進する
ために、各種展示会へ積極的に参加しております。
　下の写真は08年12月にNOKと共同で「セミコン・ジャパン2008」に出展し
たときのもので、半導体を中心としたマイクロエレクトロニクスの製造を支え
る装置・材料産業の世界を代表する総合イベントです。幕張メッセで開催さ
れ、「磁性流体シール」や「溶接ベローズ」などさまざまなシーンで対応できる
EKKグループのシール技術を紹介しました。特に、磁性流体シールの紹介に
あたり、磁性流体固有の特性を示すデモ機（新作）や、従来型シールと組み合
わせた「ハイブリッド型シール（仮称、参考出展）」を出展しました。

2008年度 年次報告書

Web ホームページ

CSR報告書 2008

展示ブース（2008年10月）

URL  http://www.ekk.co.jp/

   主な公開資料一覧

会社案内

有価証券報告書

環境・社会報告書

事業報告書

技術パンフレット

リクルート用資料

社会・地域とともに社会性報告

企業としての社会責任を果たし、すべてのステークホルダーの皆様とのかかわりを大切に、交流活動、貢献活動を推進していきます。

展示ブース（2008年10月）

　この度、三菱重工業(株)冷熱事業本部より平成20
年度の品質向上活動とＶＡ提案の貢献が高く評価さ
れ、品質優良取引先とＶＡ提案優良取引先に選出さ
れました。
　表彰は03、04、06、07年度に続く５度目の受賞です
が、約600社の全取引会社の中で最も優れている『品
質活動優秀賞』と、今回初受賞となった『ＶＡ提案努
力賞」のダブル受賞となりました。
　その受賞式が11月20日に執り行われ、該社冷熱事
業本部長である執行役員 東間事業部長より営業本部 

吉野副本部長に表彰状と記念品が授与されました。
　該社が手がける自動車用、一般産業用、家庭用エ
アコンや冷凍機群にNOKグループ製品を数多く納入
していますが、このような名誉ある賞を頂けるという
事、またそれを継続していくという事、これも関係部
門の日頃からの地道な品質維持・向上活動に対する
努力の賜物であると改めて深く感謝申し上げます。
　今後も継続して更なるレベルアップを目指し努力し
て参りますので、何卒ご支援の程宜しくお願いいたし
ます。　　

三菱重工業より『品質優秀賞』と『ＶＡ提案努力賞』の2部門受賞　

名古屋支店

お客様
からの
感謝状

イーグル工業（株）
岡山事業場
生産技術部 設備管理課

川上 淳さん

生産技術部設備管理課に所属しており、設備保全、動力管理を担当しています。省エネ活動は、業務の一面という認識で、個人個人の
省エネ活動はあまり意識していませんでした。けれども最近、車の運転でも、安全運転は地球環境保護にも利点があると知り、認識を
新たにしました。これからは、人と地球に優しい運転を心がけていきたいと思います。
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わたしの
ＣＳＲ活動



イーグル工業（株）
業務部業務課

熱田 千歩さん
業務部業務課で人事関係の仕事に携わっています。我々間接部門のできる環境保全は、ディスプレイ、照明のこまめな消灯、ゴミの分
別位と思っていました。でも、自覚教育で「無駄な仕事をしない。」「効率的に業務を行う。」ことが環境保護に利点が有ると言う事が
解りました。これからは、効率の良い業務で、こつこつと省エネ活動を積み重ねていきます。

わたしの
ＣＳＲ活動
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地域社会とのふれあい

事業場夏祭り
　EKKの各事業場では毎年7月～8月に夏祭りを開催し、従業員やその家族、
また地域の住民の方々をお招きして交流を深めています。2008年度も、各事
業場において種々の模擬店や趣向を凝らした各種イベントを行い、多くの皆
様に来場いただき、恒例のイベントとして親しまれています。今後とも地域行
事への参加やイベント開催を通じて、従業員一同団結し、地域の皆様方との
ふれあいを大切にしていきます。

地域交流活動
　各事業場では、地域社会とのコミュニケーションの向上を目的とするさま
ざまな取り組みを行っています。
　工場周辺の美化運動として、定期的に清掃活動を展開しています。
　また地域行事への積極的な参加を行っています。

AED（自動体外式除細動器）導入
　全事業場・会社へ順次AEDの設置を進めています。緊急事態に対応する
ための人命救助として設置をしています。
　救命技能を修得するために、多くの方が導入時に講習を真剣に受けてい
ます。
　2009年度で全事業場・会社の設置を完了します。

埼玉事業場

工場周辺の美化活動：新潟事業場 岡山事業場

岡山イーグル（株） 島根イーグル（株） 高砂事業場

高砂事業場

埼玉事業場

岡山事業場

島根イーグル（株） 高砂事業場

地域の環境活動に参加
イーグルブルグマンジャパン（株）

TOPICS

　弊社グループ会社イーグルブルグマンジャパン（株）は、わが国有
数の湧水地である新潟県五泉市所在の企業として、2008年11月6日
に同市で開催された「湧水保全フォーラム全国大会inごせん」に協
賛し、フォーラム･基調講演に出席しました。
　このフォーラムは、湧水環境を日本の集落や稲作文化の構成要
素として捉えるとともに地域の資源として見つめ直し、湧水文化の
素晴らしさを発信することを目的としています。市・地域住民・NPO
とも湧水及び関連する自然･生態環境の保全に強い関心のあること
が確認でき、イーグルブルグマンジャパン（株）の協賛は、環境保全
と地域社会との関わりの両面で有意義なものとなりました。

フォーラムに参加した
新潟事業場 環境安全課 課長

吉田  正史さん

社会性報告

岡山事業場



従業員とともに社会性報告

従業員一人ひとりが安全で健康に働ける職場づくり・環境づくりに力を注ぎ取り組んでいます。

産業医

環境安全課
事務局

事業場安全
衛生委員会

安全
管理者

衛生
管理者

作業主任者 作業者

事業場長

総括安全衛生
管理者

安全衛生確立への取り組み

心と体の健康
　EKKグループでは、従業員の心身の健康維持・増進を目的として、24時間
電話健康相談サービス（無料）を提供しています。また従業員のメンタルヘ
ルスケアについて産業医、看護師、管理職が共同して取り組んで対応してい
ます。

労働安全衛生管理体制
　EKKグループでは、各事業場長を総括安全衛生管理者とする安全衛生管
理組織を設置してOHSAS18001を導入し、安全衛生活動を推進すると共
に、事業場事務局と本社総務部が連携し、全社レベルの取組を行っていま
す。従業員の安全意識の向上と労働災害情報の共有化による再発防止を
目的として、1973年より毎年、NOKグループの「労働災害統計」を各事業場
の課長以上の役職者へ配布しています。

従業員表彰制度
　従業員表彰は、常に他の模範となり業績向上に特に貢献した従業員の労を
ねぎらうとともに、職場の志気を向上させる図る目的で毎年従業員表彰を行
っています。2008年度は下表の通りです。
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労働安全衛生管理体制

2006年4月1日

イーグル工業株式会社            

代表取締役社長　鶴 鉄二

安全衛生
方針

■基本理念 
　イーグル工業株式会社及びそのグ

ループ会社は、愛情と信頼の会社理

念のもと、コンプライアンス（順法の精

神）を活動の原点として社会的責任を

果たし、社会に貢献する製品を提供す

ることにより、永続があり夢と誇りを持

てる企業を従業員と共に目指します。

　この理念のもと、心身ともに健全で

活力ある人材を育むと共に、無事故・

無災害で快適な働き甲斐のある職場

の実現に向け、安全衛生マネジネント

システムを構築して労働安全衛生活

動に取り組みます。

■行動指針 
１．全従業員の参加・協力おもと、事業活動に伴う危険源を的確に把握して評価し、
　  重大リスクの低減に取り組みます。

２．安全衛生目標を設定し、継続的改善により、パフォーマンスの向上を図ります。

３．法規制及び同意するその他の要求事項を順守します。
　  （その他の要求事項とは、例えば「加入している工業会の指針・網領」等をいいます。）

４．安全衛生及び健康保険は、良好なコミニケーションの下に実現されるとの認識に
　  立ち、労使間・職場間の活発な議論や協議を尊重します。

５．安全衛生及び健康の確保に必要な教育・訓練を実施し、安全衛生・健康の重要
　  性について周知に努め、意識高揚を図ります。

件数
12
14
252
49
175
9

136
9
39
30
32
757

※上記件数は、NOK、EKKグループの合計

2008年度電話健康相談実績
　相談内容　　　
　健診・ドックに関する相談
　健康保持・増進に関する相談
　気になる体の症状についての相談
　家庭看護
　治療に関する相談
　母子保健に関する相談
　育児相談
　夜間・休日の医療機関の案内
　ストレス及びメンタルヘルスに関する相談
　紹介手配に関する相談
　その他
　合計

表彰内容

勤務成績優秀者賞

発明考案表彰

製造改善表彰

販売優秀表彰

事務改善表彰

永年勤続者表彰

合計

受章者数

4名

6名

32名

15名

7名

60名

124名

2008年度従業員表彰

部長 課長

課長 職長

イーグル 
ブルグマンジャパン（株）
業務部 環境安全課

石本 陽子さん

新潟事業場は工場棟が別々の敷地（2箇所）に建っており、以前は移動手段に社有車を利用して移動や、荷物の運搬をしていましたが、
CO2排出量をより抑えるため、現在は徒歩で移動しています。これにより、事業場周辺に捨ててあるゴミにも気付き、その都度回収する
ことができるようになりました。このようにして、常に事業場周辺の美化が保てるよう努力しています。
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わたしの
ＣＳＲ活動

岡山事業場
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国内外労働災害発生状況
　2008年度は、労働休業災害が発生し且つ、労働災害発生件数も前年対比増
加しました。リスクアセスメントの実施を行っていますが不十分であるとの反
省から、09年度は、業務本部長による各事業場の点検パトロールの実施を計
画的に行い「危険源ゼロの職場」を目指した活動の取り組みを行っています。
　また各事業場にて、事業場長を中心に徹底した安全衛生対策を業務
計画に反映させ、各事業場・各社における安全衛生管理の徹底を促して
います。

再雇用制度
　EKKでは、2006年度に再雇用制度を導入しました。再雇用基準は「心身と
もに健康であり、働く意欲がある者」で、多くの方がこの制度を利用して定年
後の生活の安定を図る一方で、若い世代に技術・ノウハウの伝承を行ってい
ます。

個人情報保護
　EKKグループはお客様個人を識別しうる情報の重要性を認識し、その保護
については「個人情報の保護に関する法律」などを順守するとともに、プライ
バシーポリシーに従い管理を徹底し、「個人情報保護規定」を定め、お客様
に安心してご利用いただけるよう活動しています。

次世代育成計画
　EKKでは、所定労働の削減・年次有給休暇の取得促進などを通じて、子育
てを行う従業員の会社生活と家庭生活の両面を支援するための雇用環境整
備に努めています。

コベルコイーグル・ 
マリンエンジニアリング（株）
技術部

小林 正明さん

事務所全体の環境に対する取り組みとして、裏紙使用の励行、節電、マイ箸持参、ごみの分別廃棄等を行っています。私自身の仕事の中
でもっとも関係するのは図面等を書くので、印刷物が多くなります。その中で、出来る限り裏紙の使用を意識し、また、プリントアウト前
にパソコン上での見直しを徹底し、完成度を上げプリントアウトするようにしています。

わたしの
ＣＳＲ活動

福利厚生
　EKKグループでは、「毎日の生活の充実」「不時の場合の生活保障」「定年後
の生活の安定」をキーワードに、福利厚生の充実に努めています。

目的

財産形成

会社生活と家庭生活の調和

経済的安定

住居等

内容

従業員持株会ほか

育児休暇、介護休暇ほか

退職金制度

社宅、独身寮制度、
自動車リースほか

主な福利厚生制度

海外グループ会社との安全衛生活動
　海外関連会社と安全に対する考え方を共有し、お互いの安全について確
認し合い改善を図っています。
　ドイツのブルグマン社とは、日本とドイツの安全規格の違いについて討議を
行うとともに、作業現場では労働災害の発生原因と改善策について確認しまし
た。またEKKグループ間において海外の安全パトロールを実施しています。
　2009年度は、日本の全国安全週間に合わせ7月1日～7日にイーグルブル
グマングループにおいて独自に安全週間を実施しました。

EKKグループ国内関連会社含む設備投資
　2008年度は、国内関連会社を含めた安全衛生関係投資額は、95百万円で
した。

交通安全の取り組み
　EKKグループでは、交通安全教育の一環として、各社・各支店で交通安全
運動を実施しています。
　無事故・無違反の従業員に対しては、5カ年毎に表彰しています。
　交通事故や違反を行った従業員には、業務上、私用運転を問わず「事故報
告書」「違反届け」を提出してもらい、職場毎に自戒を促し、再発防止に努め
ています。

労働災害発生件数（微傷含む）

2004

2005

2006

2007

（年度）

海外

2008

0 5 10 15 20 25 30 35 40
（件）

国内

社会性報告

（１）埼玉事業場（36,389千円）
（２）岡山事業場（51,843千円）

（３）新潟事業場（6,882千円）

受変電室高圧コンデンサー盤、電灯盤更新
第１棟、２棟の原動棟耐震補強工事、
大扉改修工事
動力プレス法定点検、クレーン年次点検

埼玉 岡山 新潟 高砂

36,389

51,843

6,882

安全衛生投資実績 （単位：千円）
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に安心してご利用いただけるよう活

（１）埼玉事業場（36,389千円） 受

2008年度の主な投資内容（修繕含む／計95百万円）

安全設備投資

2008年度労働災害内訳

※重大：休業4日以上の災害
　中程度：軽微な災害
　軽度：微傷等

重大
中程度
軽度

3％
17％
80％

新潟事業場

埼玉事業場



EKK GROUP CSR  Report  2009   アンケート

ご意見・ご感想をお聞かせください。
本報告書をお読みいただきありがとうございました。

今後の参考にさせていただくために、下記のアンケートにご協力いただければ幸いです。

お手数ですが、質問事項にご回答のうえ、FAXなどでご意見をお寄せください。

イーグル工業株式会社 業務本部 総務部 CSR課

Q1　この報告書全般についての評価をお聞かせください。

Q2　この報告書の中で印象に残った記事をお聞かせください。（複数回答可）

Q3　この報告書をどのような立場でお読みになられましたか。

Q4　報告書全般や当社の取り組みに対するご意見・ご感想を自由にお書きください。

□編集方針　
□体質改革2カ年計画
□耐熱磁性流体真空シール　
□環境目的・目標
□廃棄物削減の取り組み
□環境投資
□TOPICS
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□会社概要
□こんなところにEKK製品　
□コーポレートガバナンス
□事業活動と環境負荷
□汚染防止・化学物質管理
□社会とのコミュニケーション
□安全衛生確立への取り組み

□トップメッセージ
□EKK製品が環境負荷低減のためにできること　
□リスクマネジメントの体制　
□省エネルギーへの取り組み
□調達における取り組み　
□お客様からの感謝状
□安全衛生投資

□経営の基本方針　　

□環境マネジメント方針
□船舶用プロペラ翼の省エネ研磨　
□（株）バルコムの環境配慮
□地域社会とのふれあい　
□サイトレポート　

ご協力ありがとうございました。差し支えない範囲で、下記にご記入ください。
ご記入いただいた個人情報は、本アンケートの統計処理のみに使用します。情報は適切に管理し、第三者への開示は行いません。

□お客様
□報道関係者
□学生

□株主・投資家
□NGO・NPO
□当社従業員

□当社事業場の近隣にお住まいの方
□企業・団体の環境担当者
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□政府・行政関係者
□調査・研究機関

FAX 03-3438-2294
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わかりやすさ
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□多すぎる

□わかりやすい

□良い

□普通
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□普通

□少なすぎる

□わかりにくい
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